
平成 27年 7月 15日（水）附属池田中学校多目的室にて、平成 27年度附属池田小学校、中学校、高等学

校池田校舎共催によるサイバー安全教室「サイバー犯罪から子どもたちを守るために」を開催いたしま

した。小学校 27 名、中学校 28 名、高校 23 名の保護者の方にご参加いただきました。スマートフォン、

パーソナルコンピューターや PCタブレットの急速な普及により、昨今子どもたちのインターネット利用

は拡大しています。思わぬトラブルや犯罪に巻き込まれないためには、子どもだけではなく保護者の方

にもサイバー犯罪について知っていただこうと企画しました。今回、大阪府警察本部のサイバー犯罪対

策課より講師の先生をお招きし、インターネットを安全快適に使うために何を知ればよいのか、ビデオ

視聴を交えてご講演いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

ビデオ① 「安全安心サイバー講座」 

架空請求メールへの対処法→フィルタリングサービスの設定 

スマホは小さなパソコンでウィルスに感染するためウィルス対策ソフトの活用 

未成年を犯罪から守るため、親や携帯会社がフィルタリングの必要性を理解する 

→しかしフィルタリングでは子どもたちが書き込む内容まではコントロールできない 

 

ビデオ② 「危険なつながり」…「偽りのメッセージ」 

SNSでの情報流出→家庭内でスマホのルールを！   

アプリをダウンロードするときは家族と一緒にする 

スマホを使うときは家族に言えない使い方をしない 

「自分は大丈夫」という思い込みは危険 

→Facebookや LINEについて正しい知識をもち、安全に使う！ 

 

ビデオ③ 「消せない画像の結末」 

簡易投稿サイトは容易に利用できるが誰でも加害者にも被害者にもなりうる 

モラルに反する画像は投稿しない 

なりすましや乗っ取りを防ぐため ID・パスワードの管理をしっかりし使いまわしはしない 

→子どもとのコミュニケーション、技術的な手当（フィルタリング）、保護者によるチェック 

 

 

ビデオ④ 「陽だまり家族とパスワード」 

不正アクセスから自分を守るために→IDとパスワードの管理をする 

パスワードの基本  ①長く ②複雑に ③使いまわさない 

複数のパスワードの管理方法 ①紙のメモ ②電子ファイル ③パスワード管理ツール 

→インターネットを使う上でもっとも大切なのが IDとパスワードの管理！ 

警視庁動画ライブラリー 

http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/anzen/movie/cyber.htm 

 

 

 

 

 

 


